
陳
祥
道
の

「
論
語
全
解
」

に
関
す
る

一
考
察

陳
祥
道
、
学
用
之
は
、
慶
潜
一
(
一

O
間
二
)
に
生
ま
れ
、
元

始
八
年
三

O
九
三
〉
に
没
し
た
。
彼
は
、
福
州
の
人
で
、
主
に
、

北
宋
の
神
京
朝
か
ら
哲
宗
朝
に
か
け
て
活
動
し
た
儒
者
で
あ
る
。

「
宋
史
」
儒
林
伝
(
巻
四
三
二
)
に
、
億
単
な
伝
が
あ
り
、
次
の
よ

う
に
言
っ
て
い
る
。

祥
道
、
字
用
之
。
元
祐
中
、
)
為
太
常
博
士
、
)
終
秘
書
省
正
字
。

位、

3

所
著
礼
書
一
百
五
十
巻
、
与
場
楽
書
並
行
子
世
。

仏、

治
平
四
年
(
一

O
六
七
〉
の
進
士
で
、
「
宋
史
」
に
い
う
太
常
熔

土
の
ほ
か
、
関
子
監
直
講
等
を
務
め
た
。
官
伎
は
終
世
高
く
は
な
か

っ
た
が
、
幾
つ
か
の
著
述
を
し
、
一
応
の
評
価
を
得
て
い
た
。

彼
の
著
書
と
し
て
は
、
「
汎
書
」
(
「
礼
図
」
と
も
い
う
)
百
五
十

巻
、
「
註
解
儀
礼
い
一
一
一
十
二
巻
、
「
詩
」
「
虫
色
の
解
、
「
礼
例
詳
解
」

十
巻
、
「
論
語
全
解
」
十
巻
が
あ
る
が
、
今
日
で
は
、
「
礼
譲
」
と

論
一
治
全
解
」
し
か
伝
わ
ら
な
い
。

彼
は
、
特
に
礼
学
者
と
し
て
の
評
判
が
高
く
、
右
に
挙
げ
た
著
述

問時.._河島
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橋

明

げ
れ
ur

山ロ
hm

の
中
で
も
、
彼
が
二
の
研
銭
に
よ
っ
て
書
い
た
「
礼
世
一
ど
が
最

も
高
く
一
枠
制
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
つ
:
嘗
若
礼
書
、

近
位
以
開
哲
京
、
認
尚
書
給
筆
札
紗
録
。
」
(
「
宋
元
学
案
補
選
」
巻

九
八
)
と
い
わ
れ
て
お
り
、
朱
子
も
、
「
:
・
陸
解
多
杜
撰
、
亦
然
有

好
処
、
但
簡
略
難
君
。
陳
祥
道
礼
唯
一
回
、
考
得
亦
穏
。
」
(
「
朱
子
語
類
」

巻
八
五
)
と
称
し
て
い
る
。

小
論
で
取
り
上
げ
る
「
論
語
全
解
」
は
、
一
一
一
日
う
ま
で
も
な
く
、

「
論
一
誌
」
全
巻
の
注
釈
書
で
あ
る
が
、
「
無
求
備
斎
論
一
議
集
成
」
に

収
め
る
「
論
語
全
解
」
巻
一
一
標
題
下
に
は
、

左
宣
徳
郎
充
館
開
校
勘
太
常
博
士
賜
緋
魚
袋
陳
祥
道

と
あ
る
。
彼
が
太
常
博
士
と
な
る
の
は
元
祐
四
年
(
一

O
八
九
)
で

あ
り
、
館
開
校
勘
と
な
る
の
は
一
五
祐
七
年
ハ
一

O
九
二
〉
で
あ
っ

て
、
彼
の
没
す
る
の
は
翌
元
祐
八
年
(
一

O
九
三
)
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
警
は
、
彼
の
晩
年
の
著
述
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
礼
学
で
名
の
あ
る
彼
に
と
っ

て
は
、
こ
の
書
は
、
や
や
畑
違
い
の
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
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「
有
論
…
訪
問
解
、
行
於
世
」
(
宋
・
梁
克
家
コ
浮
照
三
山
志
」
巻
ん
)

と
い
わ
れ
、
ま
た
、
「
紹
竪
後
皆
行
於
場
屋
、
為
当
時
所
前
一
一
」
(
晃
公

武
「
郡
斎
読
書
士
山
い
巻
四
)
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
宋
代
に
お

い
て
は
、
あ
る
仰
制
度
の
評
価
を
得
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
惑
の
内
容
に
つ
い
て
の
従
来
の
見
方
は
、
次
の
三
点
に
集
約

さ
れ
る
。

川

w陳
祥
道
は
礼
学
に
長
じ
て
い
た
の
で
、
礼
に
関
す
る
採
り
、
注

釈
は
立
派
で
あ
る
。

祥
道
長
於
…
一
一
札
JA
学
。
所
作
礼
書
、
世
多
称
其
精
博
。
故
詮

釈
論
語
、
亦
於
礼
制
最
為
明
断
。
ハ
「
四
庫
全
害
総
目
提
要
い

経
部
・
白
書
類
・
号
制
話
全
解
」
の
項
)

出
礼
以
外
の
法
釈
は
、
従
前
の
注
釈
法
を
逸
脱
し
て
お
り
、
賞
讃

す
る
に
当
た
ら
な
い
。

惟
其
学
術
、
本
宗
…
…
戸
川
王
氏
。
故
佐
住
雑
拠
荘
子
之
文
、
以
作

一
証
佐
、
殊
非
解
経
之
体
。
(
向
上
)

側
主
安
お
の
論
語
解
釈
を
知
る
上
で
貴
重
で
あ
る
。

(
後
述
)

以
上
一
一
一
つ
の
評
価
は
、
ほ
と
ん
ど
現
在
に
い
た
る
ま
で
受
け
継
が
れ

て
き
て
お
り
、
例
え
ば
、
昭
和
十
二
年
春
陽
致
刊
の
「
論
の
文

献
・
註
釈
の
中
の
、
立
問
解
レ
の
解
題
も
、
こ
の

あ
げ
て
い

川
に
つ
い
て
み
る
と
、
陳
氏
の
礼
学
は
、
「
四
庫
全
書
総
目
提
要
」

の
「
礼
書
」
の
項
に
、
一

i

其
中
多
括
撃
鄭
学
」
と
一
一
一
一
口
う
よ
う
に
、
出

来
の
注
に
異
を
唱
え
る
こ
と
の
多
い
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
そ
の
こ
と
は
、
「
論
語
全
解
」
か
ら
は
、
あ
ま
り
う
か
が
え
な

い
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
郷
党
篇
で
は
、
本
文
に
述
べ
ら
れ
る
孔
子

の
行
動
に
当
て
は
ま
る
よ
う
な
三
礼
の
文
を
、
逐
一
引
い
て
註
す
る

等
、
札
経
に
該
博
な
知
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
わ
か
る
し
、
他
の

h
u
e
 

諸
篇
の
注
釈
で
も
、
一
一
一
礼
を
引
く
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

次
い
で
凶
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
「
論
一
詩
人
笠
解
」
で
は
、
道
家
の

書
か
ら
の
引
用
が
か
な
り
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
独
り
「
寝
子
」
の

み
で
は
な
く
、
「
老
子
」
「
列
子
」
等
か
ら
も
引
用
さ
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
事
を
も
っ
て
、
臨
ち
に
煉
祥
道
の
道
家
思
想
へ
の
共

d
o，
 

鳴
を
示
す
誌
と
は
し
な
い
。
「
論
語
全
解
い
に
は
、
「
初
予
い
や
「
揚

子
法
一
一
一
口
い
と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
の
注
釈
書
で
、
殆
ど
引
か
れ
る
こ

と
の
な
か
っ
た
警
が
引
用
さ
れ
、
そ
の
程
度
は
、
「
老
子
」
や
「
荘

子
」
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
引
用
典
拠
の
範
囲

を
、
諸
子
の
罰
に
大
き
く
広
げ
た
に
す
ぎ
ず
、
特
に
道
家
思
想
に
近

い
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
は
い
っ
て
も
、
こ
う
し
た
、
道
家

の
書
物
の
引
用
が
、
絞
書
解
釈
の
形
の
上
で
異
質
で
あ
る
の
は
確
か

で
あ
り
、
先
人
が
、
こ
の
点
を
取
り
あ
げ
て
非
難
す
る
理
由
は
、
十

分
首
肯
で
き
る
。
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以
上
の
ご
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
、
私
と
し
て
は
、
格
別

問
題
一
と
す
る
に
当
た
ら
ぬ
よ
う
に
思
う
。

し
か
し
、
同
の
点
に
つ
い
て
は
、
疑
問
に
思
う
所
が
あ
り
、

を
小
論
で
は
問
題
と
し
た
い
。

そ
れ

さ
て
、
倒
の
よ
う
な
評
価
は
、
一
体
何
に
拠
っ
て
、
成
り
立
っ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
、
ま
ず
克
て
お
く
必
要
が
あ
ろ

。

ト
勺
/

隙

祥

道

は

、

で

は

「

剤

公

新

学

略

」

に

入

れ

ら

れ

て
い
る
よ
う
に
、
主
安
石
系
統
の
学
者
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

後
述
す
る
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
晃
公
武
の
「
郡
斎
読
書
志
」
に
拠
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
資

料
は
、
は
な
は
だ
少
な
く
、
今
は
、
わ
ず
か
に
二
つ
し
か
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
み
る
。

一
つ
は
、
「
淳
熊
一
一
一
山
志
」
巻
八
(
八
ム
ー
癖
類
、
廟
学
)
に
見
え
る
、

祥
道
、
字
削
川
之
。
博
学
尤
精
於
礼
。
嘗
若
礼
議
問
、
王
安
石
以

郎
、
認
尚
治
補
給
紘
一
十
札
以
進
、
除
悶
子
監
街
議
、
遷
館
協
校
勘
、

兼
太
常
博
士
。

で
あ
る
。

令、、カ

こ

の

巻

九

八

に

も

見

え

る

こ
の
「
王
安
石
以
関
」
は
、
前
に
引
い
た
よ
う
に
、
「
宋
元
学

d
J
a
 

で
は
、
「
近
距
以
開
哲
宗
」
と
な
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ

tま

て
、
主
安
石
と
の
関
係
が
確
か
に
有
っ
た
か
ど
う
か
、
こ
れ
だ
け
で

は
、
わ
か
ら
な
い
。
と
も
あ
れ
、
一
J
h
仔
熊
一
一
一
山
志
L

の
記
載
か
ら
は
、

主
安
石
が
陳
祥
道
の
著
書
に
注
目
し
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
だ
け

で
、
そ
こ
に
師
承
関
係
が
あ
っ
た
か
否
か
は
、
確
定
で
き
な
い
。

も
う
一
つ
は
、
晃
公
試
の
「
郡
斎
読
書
志
L

で
、
そ
の
巻
四
に
い

F 
ノ、

A
匂，

壬
介
前
論
一
mm
解
十
巻
、
主
元
沢
口
仏
教
十
巻
、
際
用
之
論
語
十
巻

右
自
民
朝
王
安
石
介
甫
撰
ο

井
北
(
子
時
一
一
点
日
義
、
其
徒
隊
用
之
解
、

結
襲
後
皆
行
子
場
屋
。
或
臼
、
用
之
抱
一
一
向
、
乃
鋭
治
所
著
、
託
之

Aa，
 

m之一五。

で
あ
る
。
こ
の
一
条
か
ら
、
後
人
は
、
あ
る
い
は
、

荊
公
嘗
自
解
論
語
、
共
子
雰
又
桁
之
、
市
成
予
祥
道
。
長
楽
陳

氏
兄
弟
、
深
子
礼
楽
。
至
今
推
之
、
乃
其
得
剤
公
之
伝
、
見
独

在
論
一
訪
問
。
:
・
況
荊
公
父
子
之
論
一
訪
問
不
伝
、
市
開
放
散
一
日
独
存
、
亦
己

幸
会
。
(
「
宋
元
学
案
」
巻
二
四
)

と
い
い
、
あ
る
い
は
、

梓
材
護
案
、
民
兆
氏
読
書
志
本
去
、
王
介
前
撰
論
語
解
、
其
子
雰

作
旦
我
、
其
徒
陳
用
之
作
解
、
則
先
生
実
刑
公
之
内
人
也
o

q
宋
一
克
学
案
補
選
」
巻
九
八
)

と
断
じ
て
い
る
。

こ
こ
に
い
た
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
二
つ
の
問
題
に
当
面
す
る
こ

( 3 ) 



と
と
な
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
陳
祥
道
は
、
は
た
し
て
壬
安
石
の
門

下
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
と
い
う
点
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
、
「
郡
斎

読
書
志
」
の
記
載
か
ら
、
「
仏
側
諸
問
」
解
釈
の
継
承
を
認
定
し
て
し
ま

っ
て
よ
い
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

「
宋
史
」
や
「
東
都
事
略
」
の
記
載
に
は
、
陳
祥
道
が
王
安
石
の

門
下
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
全
く
見
ら
れ
な
い
。
「
宋
一
万
学
案

被
選
」
が
、
際
祥
道
を
、
「
実
荊
公
之
門
人
也
。
」
と
し
て
い
る
、
そ

の
拠
り
ど
こ
ろ
は
、
上
述
の
「
郡
斎
読
書
志
」
の
記
載
の
み
な
の
で

あ
る
。え

公
武
は
、
宋
人
で
あ
る
か
ら
、
「
郡
斎
読
書
志
」
は
、
宋
代
の

突
情
を
伝
え
た
も
の
と
し
て
、
信
用
で
き
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
こ

で
は
、
な
お
、
疑
問
が
残
る
の
で
あ
る
。

「
郡
斎
読
書
志
」
で
は
、
「
皆
行
於
場
麗
」
っ
て
い
る
よ
う

に
、
王
安
石
の
「
論
語
解
」
、
王
芳
の
「
論
語
口
義
」
、
棟
祥
道
の

「
体
制
一
語
(
解
〉
」
の
一
一
一
警
は
、
も
と
も
と
、
独
立
し
た
書
物
で
あ
り
、

そ
れ
が
向
時
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
が
、
「
宋
元
学
案
」
に
い
た
る
と
、
王
安
石
の
書
が
も
と
の
も
の

で
、
王
穿
が
そ
れ
を
敷
街
し
、
さ
ら
に
練
祥
道
が
手
を
加
え
て
完
成

し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
「
郡
斎
読
書
志
」
の
記
述
か
ら
、
「
宋
元
学
案
」
の
よ
う
な

結
論
を
出
す
こ
と
は
、
可
能
で
、
あ
ろ
う
か
。
「
郡
斎
読
書
志
」
は
、

こ
の
三
者
一
同
を
弁
記
し
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
に
、
何
ら
か
の
つ
な
が
り

を
認
め
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
つ
な
が
り
は
、

「
其
子
」
「
其
徒
」
で
示
さ
れ
る
、
こ
の
三
人
の
人
物
関
係
か
も
し

れ
な
い
し
、
単
に
、
場
屋
に
行
わ
れ
た
の
が
何
時
で
あ
る
、
と
い
う

だ
け
の
関
係
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
宋
元
学
案
」
で

は
、
こ
の
三
者
の
間
に
、
論
語
解
釈
に
関
わ
る
学
説
の
伝
承
関
係
を

明
確
に
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
宋
元
学
案
」
の

記
載
は
、
「
郡
斎
読
書
志
」
一
最
高
に
拠
る
だ
け
で
は
、
導
き
出
せ
な

い
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
「
宋
元
学
案
」
は
、
「
郡
斎
読
書
志
」
以
外
に
も
、
何

か
、
別
の
資
料
に
拠
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
可
能
性
は
、

ま
ず
、
無
い
と
い
っ
て
よ
い
。
「
宋
元
学
案
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、

「
謝
山
際
用
之
論
語
解
序
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

別
公
六
芸
之
学
、
各
有
伝
者
。
考
之
諸
家
著
録
中
、
歌
南
仲
・

襲
深
父
之
易
、
陸
偶
之
尚
書
・
溺
雅
、
茶
木
之
詩
、
王
昭
同
・

鄭
宗
顔
之
周
礼
、
馬
希
孟
・
方
議
・
践
例
之
礼
記
、
許
允
成
之

。

一
五
子
、
其
淵
源
具
在
。
市
陳
祥
道
之
論
語
、
鮮
有
知
之
者
。
但

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

見
於
昭
徳
日
兆
氏
読
書
士
心
部
己
。
(
傍
点
筆
者
)

こ
れ
に
よ
る
と
、
陳
祥
遂
の
「
論
語
い
解
釈
が
、
王
安
石
の
そ
れ

を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
に
つ
い
て
は
、
平

以
外
に
拠
り
ど
こ
ろ
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、

く4 ) 

こ
れ
ま
で
、



既

に

述

べ

て

き

た

よ

う

に

、

の

み

か

ら

、

築
」
の
よ
う
な
結
論
を
引
き
出
す
に
は
、
無
想
が
あ
っ
た
。
と
な
る

と
、
「
栄
元
苧
案
い
の
認
め
る
、
陳
祥
送
と
王
安
石
と
の
間
の
、
学

説
の
伝
承
関
係
を
、
そ
の
ま
ま
肯
定
す
る
こ
と
に
は
、
問
題
が
あ
る

と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

私
は
、
こ
れ
ま
で
、
「
宋
元
学
案
い
が
学
説
の
伝
承
関
係
を
認
定

し
て
い
る
過
程
に
、
疑
問
を
怒
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
こ
れ
だ

け
で
は
、
「
宋
元
学
案
い
の
結
論
そ
の
も
の
に
つ
い
て
色
治
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
学
説
の
伝
承
が
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
は
、
ま
だ

残
っ
て
い
る
。

今
、
仮
に
、
学
説
の
伝
承
関
係
を
認
め
る
と
し
て
も
、
そ
こ
に

は
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
、
な
お
、
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。
一
千
一
安

お
l
王時十万

i
陳
祥
道
と
い
う
伝
承
関
係
が
あ
っ
た
と
す
る
と
き
、
王

安
石
と
陳
祥
道
の
間
に
は
、
主
一
芳
が
介
在
し
て
お
り
、
王
安
石
と
陳

祥
道
と
の
間
に
、
直
接
の
伝
承
関
係
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
点

で
、
な
お
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
ギ
一
安
石
・
王
雰
の
、
二

、同バワ

人
の
蓄
が
伝
わ
ら
な
い
の
で
、
そ
の
内
容
は
確
定
で
き
な
い
が
、
王

努
の
蓄
は
、
「
経
義
考
」
巻
二
一
一
一
一
に
引
か
れ
て
い
る
陸
瀞
の
一
一
一
一
{

よ
る
と
、
覚
え
書
き
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

陸
激
日
、
元
沢
之
波
、
認
求
遺
書
。
刑
公
視
箆
中
、
得
論
認

子
解
。
す
総
字
書
於
策
之
間
労
。
遂
以
上
之
。
然
亦
非
成

也
。

と

こ

ろ

が

、

現

在

の

は

、

内

容

が

か

な

り

多

い

。

し

た
が
っ
て
、
そ
れ
は
、
練
祥
道
に
よ
る
増
補
が
な
さ
れ
た
結
果
で
あ

ろ
う
。
「
其
子
努
又
桁
之
、
市
成
子
祥
道
」
と
い
う
「
宋
元
学
案
い

の
表
現
は
、
あ
る
い
は
、
そ
う
し
た
状
況
を
伝
え
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
敷
街
、
増
補
の
過
程
で
、
主
努
・
陳
杵
道
の

二
者
が
、
ど
れ
だ
け
王
安
石
の
学
説
を
尊
重
し
た
か
は
、
わ
か
ら

ず
、
逆
に
、
の
解
釈
が
、
改
め
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で

あ
る
。以

上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
現
在
の
「
論
語
全
解
」
が
、
主
安
石

の
解
釈
を
伝
え
る
も
の
と
す
る
悩
の
よ
う
な
評
価
は
、
そ
の
ま
ま
に

は
首
肯
で
き
ぬ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
「
論
訪
問
全
解
」
の
解
釈
と
、
現
存
す
る
玉
安
石
の
「
論

解
釈
と
を
、
具
体
的
に
、
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

一一一

( 5 ) 

前
述
の
如
く
、
王
安
石
の
論
訟
に
対
す
る
解
釈
は
、
ま
と
ま
っ
た

形
で
は
残
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
他
の
資
料
か
ら
、
そ
れ
を

う
か
が
え
る
も
の
を
拾
う
し
か
な
い
。
そ
の
場
合
、
「
論
語
全
解
」

に
お
い
て
示
さ
れ
る
解
釈
と
比
較
検
討
で
き
る
も
の
に
限
る
こ
と
と

す
る
と
、
以
下
の
数
条
が
、
と
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ

で
は
、
王
安
石
の
解
釈
を
@
、
一

i

論
一
訪
問
全
解
」
の
そ
れ
を
⑧
と
し
て



二、
L
〔

1
0

一刀
J
qノ

的
京
公
開
日
、
弟
子
執
為
好
学
。
孔
子
対
日
、
有
顔
問
者
、
好
学
。

不
透
怒
、
不
弐
過
。
・
:
(
薙
也
儲
腕
)

③
:
・
孔
子
臼
、
有
顔
問
者
、
好
学
。
不
遷
怒
、
不
弐
過
。
・
:
不
遷

A
N
V
 

ん
付
い

怒
者
、
求
諸
己
。
不
弐
過
者
、
見
不
法
一
間
之
端
部
止
之
也
。
(
「
臨

川
集
」
巻
六
六
、
礼
楽
論
)

⑧
忠
属
土
、
怒
属
水
。
水
可
以
勝
士
、
故
怒
可
以
勝
思
。
不
遷

A
Wヴ

怒
、
則
犯
間
不
校
者
也
。
不
弐
過
、
期
知
不
善
未
嘗
復
行
者

M
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也
。
ハ
巻
一
一
一
)

⑮
は
、
五
行
思
想
に
結
び
つ
け
た
解
釈
を
じ
て
い
る
が
、
両
者
の

問
に
、
特
に
呉
っ
た
説
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
も
と
も
と
、
こ
の

掌
は
、

mm
〈
説
の
立
ち
に
く
い
所
で
あ
る
。

幼
子
日
、
知
者
楽
水
、
仁
者
来
山
。
知
者
動
、
仁
者
静
。
知
者
来
、

仁
者
一
一
対
。
(
権
問
也
篇
)

③
:
・
故
臼
、
仁
者
楽
山
、
知
税
者
楽
水
。
山
者
、
静
限
利
物
者
也
。

水
者
、
動
部
利
物
者
也
。
其
動
静
財
閥
代
、
其
利
物
期
間
突
。

日
、
仁
者
寿
、
智
者
楽
。
然
知
仁
者
不
楽
、
智
者
不
寿
乎
。

日
、
相
好
者
非
不
寿
、
不
若
仁
者
之
寿
也
。
仁
者
非
不
楽
、
楽
不

足
以
尽
仁
者
之
感
也
。
(
「
路
川
集
」
巻
六
七
、
仁
符
〉

⑮
応
物
部
利
之
者
、
水
塩
。
附
而
背
潟
者
、
山
也
。
智
者
楽
水
、

故
動
、
仁
者
楽
山
、
故
静
。
:
然
勤
者
非
不
静
也
、
静
者
非
不

向
い

動
也
。
知
明
者
非
不
寿
也

Q

然
知
者
之
寿
、
不
若
仁
者
之
援
。
仁

者
寿
別
楽
、
不
足
以
一
一
一
一
口
之
也
。
:
・
(
巻
一
ニ
)

こ
の
一
向
者
は
、
特
に
、
後
半
部
分
が
、
よ
く
似
て
い
る
G

言
葉
の

用
い
方
な
ど
、
細
か
い
点
で
差
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
ほ
H
A

同

義
と
い
っ
て
よ
い
。
さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
、
こ
の
、
仁
者
が
不
楽

で
あ
る
か
、
智
者
が
不
寿
で
あ
る
か
、
と
い
う
議
論
は
、
注
疏
等
、

他
の
注
釈
書
で
は
、
問
題
に
し
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
を
、
こ
の
一
向
者
が
、
と
も
に
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
は
、

両
者
の
問
に
、
何
ら
か
の
関
り
が
あ
る
こ
と
を
、
暗
示
す
る
も
の
と

い
え
よ
う
。

付
子
臼
、
民
一
月
使
由
之
、
不
可
使
知
之
。
(
泰
伯
篇
)

@
:
・
或
目
、
主
八
八
市
以
為
不
可
使
知
、
益
聖
人
愚
氏
之
意
0

・・

(
「
朱
子
一
誌
類
」
巻
一
一
…
五
)

⑮
聖
人
制
行
、
以
人
不
以
己
。
議
道
以
己
不
以
人
。
以
人
不
以

己
、
故
礼
方
市
卑
。
所
以
広
業
部
其
仁
顕
。
以
己
不
以
人
、
故

智
内
而
神
。
一
所
以
崇
徳
而
其
用
蔵
。
顕
放
民
可
使
由
之
、
蔵
故

不
可
使
知
之
。
易
問
、
百
姓
日
用
而
不
知
。
一
五
子
回
、
終
身
出

土
問
不
-
一
対
持
巡
者
引

a

，泌が此
α
i
J
是
也
ω
:
，
舵
庇
一
刻
知
町

z
i

紘
不
可
従
知

之
。
:
(
巻
問
)

③
の
解
釈
は
、
民
は
知
る
力
の
な
い
者
、
愚
か
な
者
と
す
る
、
い

わ
ゆ
る
「
愚
民
政
策
い
の
考
え
に
つ
も
の
で
あ
る
。

( 6 ) 



③
は
、
静
線
を
施
し
た
部
分
、
が
、
幾
つ
か
の
典
拠
を
用
い
て
い

る
Q

そ
の
た
め
、
わ
か
り
に
く
い
の
で
、
ま
ず
、
そ
れ
を
挙
げ
て

お
く
。

間
一
必
故
聖
人
之
制
行
也
、
不
制
以
己
・

同
党
故
君
子
一
議
道
自
己
、
雨
期
脱
法
以
氏
。
(
向
上
)

夫
易
、
翠
入
所
以
崇
徳
而
広
業
也
。
知
山
中
川
礼
卑
、
・
:
〈
「
易

経
L

繋
辞
伝
上
〉

是
故
著
之
徳
、
内
而
神
。
(
向
上
)

仁
者
克
之
謂
之
仁
、
知
者
見
之
謂
之
知
、
百
姓
日
用
市
不
知
。

故
君
子
之
道
鮮
会
。
顕
諸
仁
、
蔵
諸
用
、
鼓
万
物
而
不
与
聖

人
間
憂
。
(
向
上
)

こ
れ
ら
の
典
拠
に
よ
り
、
破
線
部
を
考
え
る
と
、
「
(
道
の
働
き

は
、
一
部
で
)
そ
の
効
用
を
内
に
秘
め
、
人
に
搭
ら
せ
な
い
。
そ
の

た
め
、
民
に
知
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
O

H

易
経
μ

に
、
士
一
般
の

人
は
、
毎
日
、
そ
の
遂
を
用
い
て
い
な
が
ら
、
そ
れ
を
知
ら
ぬ
』
と

M
W
 

あ
り
、
H

孟
子
μ

に
吋
一
生
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
き
て
い
な
が
ら
、

道
を
知
ら
ぬ
者
は
多
い
』
と
い
う
の
は
、
こ
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
道
は
、
こ
の
よ
う
に
、
偉
大
で
、
そ
の
働
き
が
知
れ
な

い
。
だ
か
ら
、
(
氏
に
)
知
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
己

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
③
の
「
愚
氏
」
に
よ
る
解
釈
と
は

異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

(¥1) (め

も
っ
と
も
、
道
の
偉
大
さ
を
知
り
得
ぬ
こ
と
自
体
を
と
考

え
る
こ
と
も
、
可
能
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
前
の
川
に
引
い
た
繋
辞

伝
に
あ
る
よ
う
に
、
一
ー
仁
者
見
之
謂
之
仁
、
知
者
見
之
謂
之
知
い
で
、

仁
者
や
知
者
す
ら
も
、
道
の
全
貌
を
知
り
得
な
い
の
で
あ
り
、
「
不

例
制

与
恕
一
人
間
憂
」
で
、
思
人
で
も
道
に
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。
と
な
れ

ば
、
遂
の
偉
大
さ
を
知
り
得
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
「
愚
」
と
す
る

こ
と
は
で
き
ぬ
は
ず
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
陳
祥
道
は
、
王
安
石
と
異
な
る
解
釈

を
、
立
て
て
い
る
の
で
あ
る
。

M
W
魯
人
為
長
府
。
関
子
饗
日
、
何
泊
費
如
之
何
。
何
必
改
作
、
.

(
先
進
篇
)

③
王
氏
日
、
改
作
、
労
民
傷
財
。
在
子
得
己
、
期
不
如
何
回
貫
之

諮
問
。
(
「
論
語
集
註
」
巻
六
)

⑧
:
・
魯
人
為
長
府
。
子
科
別
不
百
、
子
功
別
不
十
、
特
傷
財
労
民

荷
己
。
ハ
巻
六
)

こ
こ
で
は
、
両
者
の
解
釈
に
、
特
に
差
異
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か

し
、
も
と
も
と
、
こ
の
章
に
は
、
異
説
が
な
く
、
こ
こ
で
の
類
似

は
、
と
り
た
て
て
問
題
に
す
る
ほ
ど
の
こ
と
は
無
い
。

的
子
日
、
巧
言
乱
徳
、
小
不
忍
、
則
乱
大
謀
。
(
衛
一
家
公
篇
)

③
:
・
日
、
忍
字
有
両
説
。
只
是
一
意
有
忍
有
済
。
玉
介
帯
解
作
強

忍
之
忍
、
前
輩
解
作
慈
忍
之
忍
。
(
「
朱
子
謡
類
」
巻
四
五
)

( 7 ) 



⑮

μ小
不
忍
、
期
優
柔
不
断
、
故
乱
大
謀
0

・
:
護
持
被
疑
之
慮

h
H
F
 

者
、
築
地
人
之
峨
。
懐
隠
忍
之
心
者
、
出
必
成
一
之
市
mo--
書
臼
、

必
有
忍
其
乃
有
済
。
ハ
巻
八
)

③
の
「
強
忍
い
と
い
う
の
は
、
「
つ
と
め
る
」
こ
と
。
「
国
一
諮
」
〈
楚

・
下
〉
に
「
強
忍
犯
義
」
と
い
う
の
と
、
同
じ
使
い
方
で
あ
ろ

う
。
つ
ま
り
、
「
小
さ
い
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
、
大
き
な
事
は
成

し
得
な
い
。
」
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
「
慈
忍
」
の
方
は
、
よ
く
わ
か

ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ふ
つ
う
は
、
こ
の
章
の
「
忍
」
の
字

は
、
「
耐
え
忍
ぶ
」
と
解
し
て
お
り
王
安
石
の
解
釈
は
、
そ
れ
と
は
、

や
や
異
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
⑧
の
方
で
は
、
「
小
不
忍
則
優
柔
不
断
」
と
い
う
文
か
ら

は
、
「
忍
」
を
ど
う
把
え
る
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
「
懐
隠
忍
之
心

者
」
の
「
隠
忍
い
と
は
、
本
心
を
秘
め
て
、
こ
ら
え
忍
ぶ
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
ま
た
、
引
用
さ
れ
て
い
る
「
議
経
」
の
文
の
「
有
忍
」

M
W
 

も
、
「
し
の
ぶ
」
意
味
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
、
陳
祥
道
は
、

オ

i
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
解
釈
を
述
べ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

と
な
る
と
、
こ
こ
で
も
、
両
者
の
解
釈
に
、
食
い
違
い
が
見
ら
れ

る
の
で
あ
る
。四

以
上
、
五
つ
の
例
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
こ
の
う
ち
、
約
紛
糾
の

三
者
で
は
、
主
安
お
と
陳
祥
道
と
の
、
解
釈
の
間
に
、
差
異
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
約
、
併
の
二
つ
は
、
も
と
も
と
、
異
説
が
あ
ま
り

な
い
章
で
あ
り
、
他
の
種
々
の
注
釈
書
と
比
較
し
て
み
て
も
、
こ
れ

ら
の
章
で
は
、
類
似
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
王
安
石
と

陳
祥
道
と
の
注
釈
の
間
に
、
繋
が
り
を
見
出
そ
う
と
す
る
場
合
、
異

説
の
出
易
い
章
で
の
類
似
こ
そ
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
は
、
制
に
お
け
る
両
者
の
解
釈
の
類
似
に
は
、
意
義

が
あ
る
。
こ
の
章
も
、
異
説
の
多
い
章
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ

で
は
、
王
安
お
と
陳
祥
道
の
両
者
が
、
と
も
に
、
仁
者
は
「
寿
」
だ

け
で
、
「
楽
」
で
は
な
い
の
か
、
知
者
は
「
楽
」
だ
け
で
、
「
寿
」
で

は
な
い
の
か
、
と
い
う
、
他
の
注
釈
で
は
注
意
さ
れ
な
か
っ
た
問
題

を
考
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
朱
子
の
「
論
語
集
註
」
は
、
「
動
而

不
括
、
故
楽
。
静
而
有
常
、
故
寿
」
と
い
い
、
古
注
は
、
「
鄭
日
、

知
者
自
役
得
其
志
、
故
楽
。
包
日
、
性
静
者
多
寿
考
」
と
い
っ
て
、

論
…
我
山
本
文
の
解
釈
に
と
ど
ま
り
、
こ
の
問
題
に
は
、
触
れ
て
い
な

い
c

王
安
お
と
陳
祥
道
の
両
者
が
、
特
に
、
こ
の
問
題
に
言
及
し
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
晃
公
武
が
「
郡
斎
読
書

士
山
」
で
述
べ
た
、
一
一
一
学
者
の
関
係
が
、
一
応
首
肯
で
き
る
こ
と
に
な

ろ
う
。

( 8 ) 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
章
が
有
る
反
問
、
陳
祥
道
の
解
釈
に
は
、

安
石
の
考
え
と
異
な
る
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
川
け
や
併
の

例
が
一
部
す
と
お
り
で
あ
る
。



例
え
ば
、

ωり
な
ど
は
、
い
ろ
い
ろ
な
解
釈
の
可
能
性
を
含
む
章
で

あ
る
。
も
し
、
「
仏
側
一
品
全
解
」
が
、
主
安
石
の
説
を
伝
え
る
も
の
で

あ
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
章
に
こ
そ
、
一
致
が
見
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
に
類
似
が
見
ら
れ
な
い
と
し
た
ら
、
両

者
が
、
は
た
し
て
、
「
論
一
詰
」
解
釈
を
伝
承
す
る
関
係
に
あ
っ
た
か

ど
う
か
、
桜
め
て
う
た
が
わ
し
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
王
安
石
の
書
を
う
け
つ
い
だ
と
さ
れ
る
王

穿
の
害
は
、
覚
え
書
き
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
れ
を
、

さ
ら
に
継
承
・
増
補
し
て
い
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
「
荊
公
嘗
自
解

論
語
、
其
子
努
又
桁
之
、
一
冊
成
子
祥
道
。
い
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
が
、
そ
れ
は
、
結
来
か
ら
み
れ
ば
、
王
安
石
の
説
を
忠
実
に
敷
約

す
る
作
業
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
単
な
る
敷
桁
で
あ
っ
た
な

ら
ば
、
も
と
の
核
(
即
ち
、
王
安
石
の
解
釈
)
は
、
残
っ
て
い
る
は

ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
核
が
、
忠
実
に
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
と

は
、
ど
う
も
、
考
え
難
い
。
そ
れ
は
、
王
銃
刀
が
手
を
入
れ
た
段
階

で
、
す
で
に
歪
め
ら
れ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
練
祥
道
が
「
論

語
全
解
い
を
作
る
に
当
た
り
、
意
に
追
っ
た
部
分
の
み
引
い
て
、
あ

と
は
捨
て
て
し
ま
っ
た
の
か
、
そ
の
辺
の
事
情
は
、
今
と
な
っ
て
は

わ
か
ら
な
い
。

し
か
し
、
現
在
の
「
論
語
全
解
」
が
、
王
安
石
の
考
え
を
忠
実
に

祖
述
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
証
明
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

な
お
、
付
言
す
れ
ば
、
「
間
庫
全
害
総
詰
提
要
」
の
解
題
に
、
「
関

般
之
乱
い
の
章
(
泰
伯
篇
〉
の
解
釈
を
例
に
ひ
い
て
、
「
此
類
倶
不

免
創
立
い
と
一
一
一
一
日
っ
て
い
る
よ
う
に
、
「
論
語
全
、
解
」
に
は
、
い
わ
ゆ

る
「
新
義
」
が
、
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
新
義
」

は
、
周
知
の
よ
う
に
、
王
安
石
の
経
学
の
性
格
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
て
、
こ
れ
は
、
ま
た
、
北
宋
後
半
か
ら
顕
著
と
な
っ
た
、
経

常
前
解
釈
の
一
風
潮
で
も
あ
り
、
こ
の
点
を
も
っ
て
、
王
安
石
と
棟
J

祥

道
と
の
伝
承
関
係
を
示
す
誌
と
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

五

小
論
の
意
図
し
た
こ
と
は
、
陳
祥
道
の
「
論
…
訪
問
全
解
」
と
、
主
安

石
の
「
論
語
」
解
釈
と
の
、
伝
承
の
関
係
が
、
は
た
し
て
、
あ
っ
た

か
否
か
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
上
述
し
た
よ
う

に
、
一
部
に
は
王
安
右
の
解
釈
を
伝
え
る
所
が
あ
る
と
は
い
え
、
他

方
で
は
、
王
安
石
の
考
え
と
異
な
る
部
分
を
も
合
ん
で
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

前
掲
の
「
論
語
の
文
献
・
注
釈
官
官
」
に
見
ら
れ
る
、
こ
の
書
の
解

題
で
、
「
幸
に
し
て
棟
祥
道
の
論
語
全
解
が
存
在
す
る
為
に
、
前
二

者
(
王
安
石
と
王
努
・
筆
者
註
)
の
所
説
、
殊
に
王
安
石
の
論
語
解

紡

の
内
容
が
多
少
な
り
と
も
努
繋
し
う
る
よ
と
い
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
一
多
少
な
り
と
も
」
と
は
、
い
っ
た
い
い
か
な
る
程
度
で
あ
ろ

う
か
。
ど
こ
が
王
安
石
の
解
、
ど
こ
が
・
続
祥
道
の
解
で
あ
る

( 9 ) 



か
の
区
別
が
明
示
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
「
論
語
全
解
」
の
中
に
、
一

体
、
ど
れ
ほ
ど
正
安
石
の
学
説
が
保
存
さ
れ
て
い
る
か
は
、
明
言
で

き
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
「
宋
元
学
築
」
の
言
う
よ
う
な
、
こ
の
蓄
が
存
在

す
る
故
に
、
主
安
石
の
解
が
知
り
得
る
と
い
う
事
も
、
は
た
し
て
、

ど
の
程
度
の
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

現
在
の
「
論
語
全
解
い
か
ら
王
安
石
の
解
釈
を
知
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
、
こ
の
書
に
対
す
る
評
価
の
一
部
は
、
修

正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

求ム
吋
日
戸
時

H
Hω彼

の
生
年
に
つ
い
て
は
、
巻
八
(
公
解
類
'
廟
学
〉
に
、

コ
午
、
年
五
十
二
」
と
あ
る
の
に
拠
っ
た
が
、
皇
祐
五
年
と
す
る
説
も
あ

る。

ゆ
祥
道
の
弟
に
、
陳
安
道
、
附
開
場
(
字
音
之
)
が
あ
る
。
場
に
つ
い
て
は
、

「
宋
史
」
巻
四
一
一
一
二
に
伝
が
あ
る
。
安
道
は
、
「
淳
回
一
…
一
一
山
志
」
巻
一
二
ハ

ハ
人
物
類
・
科
名
〉
に
名
が
見
え
る
。
ま
た
、
主
文
公
(
法
・
学
原
叔
)

の
婦
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
「
一
女
、
適
太
常
博
士
陳
安
道
」
と
、
欧
陽
怖

の
寸
翰
林
侍
読
学
士
王
公
慕
誌
銘
」
〈
文
忠
公
集
巻
…
一
一
一
〉
に
見
え
る
。

ω彼
の
伝
は
、
こ
の
他
、
主
稀
の
「
東
部
事
略
」
ハ
巻
一
一
四
〉
「
淳
照
一
一
…
山

志
」
〈
潜
入
)
に
見
え
る
。

川

w
コ
伴
照
一
日
一
山
官
官
巻
二
六
人
物
類
の
記
事
に
よ
る
。

川
W

「
凶
庫
金
謀
総
目
提
要
」
の
引
く
、
李
出
版
の
「
師
友
紀
談
」
で
は
、
「
犠

礼
説
、
六
十
余
巻
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
「
宋
元
学
案
補
遺
」
の
引
く
、

活
鶴
見
の
「
進
書
割
子
」
で
は
「
注
解
儀
礼
為
一
一
一
十
二
巻
」
と
一
一
一
一
口
う
o

hw段
は
、
控
加
山
(
山
子
山
一
阿
部
〉
。
併
の
祖
。
「
礼
象
」
「
礼
後
伝
」
等
を
著
し
、

や
は
り
礼
学
で
有
名
で
あ
っ
た
。
「
宋
一
克
学
案
補
遺
」
巻
九
八
に
「
朱
子

日
、
如
段
農
師
礼
象
、
陳
朋
之
礼
4

昔
、
亦
謀
該
博
。
陳
氏
勝
陸
氏
。
い
と

い
っ
て
い
る
。
陵
氏
の
礼
学
に
対
し
て
、
神
宗
は
、
「
自
主
郵
以
来
、
一
一
一
一
日

礼
未
有
如
偶
者
」
と
一
一
一
一
阿
っ
た
と
い
う
。
(
「
小
沢
史
」
巻
一
一
一
四
一
一
一
)
そ
れ
を
波

ぐ
と
さ
れ
た
の
が
、
陳
祥
道
の
「
礼
書
」
で
あ
る
。

め
「
礼
世
一
ど
に
つ
い
て
は
、
「
回
路
全
車
一
…
回
総
目
提
要
」
〈
経
部
礼
類
間
)
の
解

題
の
ほ
か
、
晃
公
武
の
「
郡
斎
読
書
志
」
ハ
後
志
巻
一
〉
や
、
際
振
孫
の

「
直
斎
書
録
解
題
」
、
李
擦
の
「
続
資
治
通
鑑
長
編
」
に
も
記
事
が
あ
る
。

ω太
常
博
士
に
な
っ
た
時
期
は
、
「
郡
斎
読
書
志
」
は
一
五
祐
初
、
「
師
友
紀

談
」
は
元
拡
八
年
と
す
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
余
嘉
賜
の
「
回
路

提
要
弁
証
」
巻
一
(
経
部
一
)
の
「
礼
譲
」
の
項
に
詳
し
い
考
証
が
あ
る

の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

例
小
論
で
は
、
静
宜
畑
仕
…
文
庫
所
蔵
の
も
の
を
利
用
し
た
。

制
こ
の
書
は
、
高
間
真
治
博
士
の
著
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
は
、
市
川
安
司

氏
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

川

w
三
空
間
企
解
」
で
は
、
部
長
の
注
疏
な
ど
と
比
し
て
も
、
他
の
典
籍
を
引

用
し
て
経
文
を
証
す
る
こ
と
、
極
め
て
多
く
、
そ
れ
が
一
つ
の
特
色
と
な

っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
就
中
、
一
一
一
礼
の
引
用
は
最
も
多
く
、
こ
の
こ
と

も
、
礼
経
に
つ
い
て
の
該
博
さ
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

ゆ
前
掲
の
「
論
認
の
文
献
e

註
釈
致
問
」
で
は
、
「
そ
の
間
に
発
見
さ
る
る
も

の
は
儒
道
二
家
の
融
合
と
い
ふ
よ
り
も
寧
ろ
一
一
者
の
混
雑
で
あ
る
よ
と
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い
う
り

(
p
m〉

同
こ
の
部
分
に
つ
い
て
も
、
「
回
路
提
要
介
一
証
ー
一
の
「
礼
市
一
一
己
の
項
に
考
証

が
有
る
o

M
W

「
宋
ゅ
ん
」
芸
文
志
に
「
論
説
全
解
」
の
名
は
無
い
が
、
王
安
石
の
「
通
類
」

一
巻
、
王
努
の
「
解
」
十
巻
を
録
し
て
い
る
。
「
通
類
」
は
、
巻
数
か
ら

見
て
、
え
公
武
の
一
言
う
「
論
語
註
」
と
は
1

別
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
尤
衰

の
辺
地
書
常
設
内
い
で
は
、
労
の
著
書
を
、
や
は
り
「
解
」
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
「
宋
会
要
輯
稿
」
(
崇
儒
〉
で
は
、
努
の
著
を
「
論
議
山
却
さ
と

し
て
い
る
。
な
お
、
「
宋
史
」
芸
文
志
は
、
「
不
知
作
者
」
と
し
て
、
「
口

説
」
と
い
う
書
を
載
せ
て
い
る
。

紛
都
浩
一
以
云
に
つ
い
て
は
、
「
間
態
全
治
問
総
目
提
要
」
が
、
「
論
語
全
解
」
の

解
題
で
、
既
に
否
定
し
て
い
る
。
都
浩
の
番
に
つ
い
て
は
、
朱
持
尊
の

「
経
義
考
」
巻
一
一
一
一
一
…
に
記
事
が
者
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

締
こ
こ
で
は
、
祥
道
と
場
の
こ
と
。
鳴
に
辺
宝
ど
が
あ
る
。

幼
王
雰
の
「
論
語
口
義
」
に
関
し
て
は
、
五
応
麟
の
「
図
学
紀
間
」
巻
七

に
、
「
上
禁
論
語
解
、
引
一
五
沢
一
氏
、
教
之
化
民
也
深
於
命
、
民
之
効
上
也

捷
於
令
、
木
史
記
越
良
之
一
一
一
一
問
。
」
と
あ
る
。
な
お
、
「
経
義
考
」
巻
一
二
三

も
、
こ
の
記
事
を
引
く
。
上
奈
は
謝
良
依
ハ
顕
道
〉
。

紬

w街
霊
公
倍
加
の
一
否
。

紛
泰
伯
篇
の
一
一
一
問
。

制
「
論
議
全
解
」
は
、
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
極
め
て
異
同
が
多
く
、
テ
キ

ス
ト
各
々
一
長
一
短
が
あ
っ
て
、
定
本
を
決
め
難
い
。
小
論
で
は
、
基
本

的
に
は
、
静
嘉
食
文
庫
所
蔵
の
文
樹
関
伝
抄
本
に
拠
っ
た
が
、
他
に
、

「
無
求
備
斎
論
語
集
成
」
、
「
四
庫
珍
本
議
議
」
所
収
の
も
の
を
参
照
し

た。ωこ
の
二
句
は
、
静
系
企
文
庫
本
で
は
、
「
静
者
非
不
一
好
也
。
持
者
非
不
動

也
い
と
す
る
が
、
意
味
が
通
じ
難
い
の
で
、
「
四
時
郎
珍
本
議
書
L

に
よ
り

改
め
た
。

ω尽
心
上
策
。

ω「
論
議
全
解
」
は
、
今
挙
げ
た
ニ
匂
を
直
接
引
い
て
は
い
な
い
が
、
繋
辞

伝
仰
の
文
の
一
部
を
引
用
し
て
い
る
以
上
、
こ
の
こ
勾
の
意
も
ふ
ま
え
た

上
で
の
説
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

川
門
静
嘉
蛍
文
庫
本
は
、
者
は
也
に
、
出
は
無
に
作
る
。
い
ず
れ
も
、
「
回
路

珍
本
叢
書
」
「
無
求
備
斎
論
語
集
成
」
に
よ
っ
て
改
め
た
。

M
W
君
棟
篇
o

M
W
古
注
に
、
「
為
入
者
長
、
必
有
所
合
忍
、
其
乃
有
所
成
」
と
あ
る
o

M
W
p
m
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